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川崎臨海部における⽔素ネットワ クの構築川崎臨海部における⽔素ネットワークの構築

川崎市 総合企画局 スマートシティ戦略室0

課 題
川崎臨海部スマートコンビナートの形成に向けて
課 題

○臨海部地域の競争⼒強化 〜 ⾼機能化、⾼付加価値化、⾼効率化など
○環境負荷の更なる低減 〜 CO2排出削減など

川崎臨海部における企業間連携を促進させる取組
○川崎臨海部再⽣リエゾン推進協議会
○川崎臨海部⼟地利⽤誘導ガイドライン、地区カルテによる戦略的マネジメントの展開
○京浜臨海部コンビナート⾼度化等検討会議○京浜臨海部コンビナ ト⾼度化等検討会議

スマートコンビナートの実現を⽬指した企業間の事業化促進の取組
スマートコンビナートの実現
○⾸都圏における⼤規模エネルギー供給拠点
○最先端の環境技術の集積
【具体的なアクション：企業間連携の主な取組事例】
＊⽔素の有効活⽤によるＣＯ２排出量の削減（低ＣＯ２川崎ブランドʼ12に認定）
→東燃ゼネラル⽯油、ＪＸ⽇鉱⽇⽯エネルギー

＊重質油分解装置の⼀体的運⽤ →東燃ゼネラル⽯油 昭和シェル⽯油 東亜⽯油＊重質油分解装置の 体的運⽤ →東燃ゼネラル⽯油、昭和シェル⽯油、東亜⽯油
＊⽕⼒発電所から周辺事業所への蒸気供給→川崎スチームネット

⽔素エネルギーの利活⽤＋
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川崎臨海部⽔素ネットワークの構築

日本（川崎）

【基本スキーム】 ⽔素の「製造」「貯蔵・輸送」「利⽤」までを⼀気通貫したシステムを構築
川崎臨海部⽔素ネットワーク

水素発電施設

石油化学の石油化学の
原材料等

千代⽥化⼯建設㈱が開発した最新の⽔素の⼤量貯蔵・輸送技術を活⽤

２
｢脱⽔素触媒｣
を新たに開発

千代⽥化⼯建設が､⽔素の⼤量貯蔵・輸送技術を実証し、⽔素サプライチェーンのコンセプトを
確⽴したことにより、「ジュール・ベルヌ賞」を受賞（世界⽔素エネルギー会議 2014）

国家戦略特区への提案（⽔素エネルギーフロンティア国家戦略特区）
「⽔素エネルギー」が我が国の環境問題、資源問題、経済成⻑を同時に解決 ■脱水素化・水素化デモプラント

千代⽥化⼯建設㈱
川崎市 共同提案

①【環境問題】｢低炭素社会の実現｣⇒⽔素エネルギーによる究極かつ現実的なCO2削減
②【資源問題】｢エネルギー供給の安定化｣⇒エネルギー源の多様化によるリスク分散
③【経済成⻑】｢経済活性化｣⇒⽔素を起点とした新たな産業と雇⽤の創出

⽔素エネルギ 」が我が国の環境問題、資源問題、経済成⻑を同時に解決
(千代田化工建設㈱子安リサーチパーク)

水素化反応器脱水素化反応器

資源国側日本国内側

プロジェクトの基本⽅向

⽔素社会の実現の基盤技術となる世界初の新たな⽔素の⼤量貯蔵・輸送技術
「有機ケミカルハイドライド法」 が確⽴(千代⽥化⼯建設㈱開発技術)

世界に先駆け、「有機ケミカルハイドライド法」のプロジェクトの基本⽅向
ステップ１ ⽔素社会を⽀えるインフラの構築
○海外油⽥の未利⽤ガス等から製造する⽔素を、世界初の新たな⽔素の⼤量貯蔵・輸送技術を活⽤し
常温常圧で川崎臨海部に輸送するとともに、臨海部「⽔素供給グリッド」を企業間連携により新た
に整備し ビナ ト ⽔素 産業利 を推進

機
システム全体を実証【50Nｍ３/ｈ】(2013年４月運転開始)

■プロジェクト 展開イメージ

資源国 ⽇本(川崎臨海部)

ステップ１
ステップ１

に整備し、コンビナートにおける⽔素の産業利⽤を推進
○「世界初の商⽤⽔素発電所」を川崎臨海部に建設し、CO2を排出しない発電事業を開始するととも
に、⽔素混焼データの収集と燃焼ノウハウを蓄積

川崎臨海部において新たな⽔素供給グリッドを構築し、モデル化 Ｈ２

⽔素添加
MCH

ﾄﾙｴﾝ

貯蔵 運搬 貯蔵 脱⽔素
資源国 ⽇本(川崎臨海部)

Ｈ２

ステップ２-① ⽔素供給モデルの全国展開
○脱⽔素プラントの整備を核とした外部調達による⽔素供給モデルを全国の⼯業地帯に展開
⽔素発電所のノウハウ等を活⽤し 国内他地域の既存LNG⽕⼒発電所への⽔素混焼の展開

⽔素発電 ⽯油化学の
原材料等ステップ２-①

ステップ２
⽔素供給モデルの構築

※MCH：
ﾒﾁﾙｼｸﾛﾍｷｻﾝ

○⽔素発電所のノウハウ等を活⽤し、国内他地域の既存LNG⽕⼒発電所への⽔素混焼の展開
ステップ２-② ⺠⽣部⾨(市⺠⽣活・交通分野）への展開とグリーン⽔素の活⽤
○市街地への安全かつ効率的な⽔素供給輸送システムを構築、市⺠⽣活分野や交通分野などに展開
○再⽣可能エネルギーの余剰電⼒で⽔素を製造・貯蔵(グリーン⽔素)、必要な時に電⼒として活⽤

ステップ２-②
ステップ２

⽔素供給モデルの
全国展開市⺠⽣活・交通部⾨等

⽔素ｽﾃｰｼｮﾝFCV燃料電池
グリーン⽔素の活⽤
⾵⼒・太陽光

MCH

ステップ３ ⽔素供給モデルの海外輸出

⽔素供給モデルの全国展開、他分野への拡⼤展開

ステップ３
ステップ３ ⽔素供給モデルの海外輸出

■規制改⾰･制度改⾰要望
○⽔素供給グリッド・⽔素発電等をシステムも含めて統合パッケージ化し、海外に輸出
○⽔素エネルギー分野において国際競争⼒を得るとともに、関連産業のビジネス機会を創出

地球環境問題の解決に貢献するとともに、我が国の経済効果を発現

■規制改⾰ 制度改⾰要望

○⽔素発電電⼒の環境価値の認定
○安全⾯における統⼀基準の創設 ３



⽔素社会の実現に向けて
◆川崎における取組◆国の動向 ◆川崎における取組

⽔素社会の実現に向けた包括協定の締結
（千代⽥化⼯建設・川崎市 H25年6⽉）

産
官
学

新たな「エネルギー基本計画」
(平成26年４⽉閣議決定)

◆国の動向

■協定内容
①⽔素社会を⽀えるインフラの構築の取組
②⽔素 ネルギ 利⽤ 取組

学
の
連
携

持
続
可

→⽔素エネルギーについて位置付けが強化
【新規】⽔素の本格的な利活⽤に向けた⽔素発電

等の新たな技術の実現
【新規】⽔素の安定的な供給に向けた製造､貯蔵・輸送技術の

②⽔素のエネルギー利⽤の取組
③再⽣可能エネルギーにより製造する
⽔素の活⽤の取組

④その他⽔素社会の実現に資する取組

携
に
よ
り

可
能
な
低
炭

開発の推進

「⽔素･燃料電池戦略ロードマップ｣
（平成26年6⽉23⽇策定）

福⽥市⻑千代⽥化⼯建設㈱
澁⾕社⻑

川崎臨海部⽔素ネットワーク協議会の設⽴
(H25年８⽉)

り炭
素
社
会

⽔素エネルギー普及の意義を確認しながら、⽔素の利⽤⾯に
加え、製造や輸送・貯蔵の各段階で、⽬指すべき⽬標とその
実現のための産学官の取組について、時間軸を明⽰

有識者、⽴地企業等で構成する「川崎臨海部⽔素ネットワーク
協議会」を設置し、⽔素ネットワークの構築による⽔素社会の
実現に向けて検討を実施

会(

⽔
素

◆⺠間の動向
FCVの市販開始
・トヨタ⾃動⾞(2014年度内予定)
本⽥技研 業(20 年予定) ⽇産⾃動⾞(20 年予定)

○委員⻑：横浜国⽴⼤学 光島重徳 教授
○委 員：横浜国⽴⼤学 太⽥健⼀郎 教授

東京農⼯⼤学 秋澤淳 教授

素
社
会
︶

・本⽥技研⼯業(2015年予定) ・⽇産⾃動⾞(2017年予定)
⽔素ステーション整備
・４⼤都市圏を中⼼に１００か所整備予定

他⾃治体等の動向 東京農⼯⼤学 秋澤淳 教授
旭化成ケミカルズ㈱、岩⾕産業㈱、上野輸送㈱、川崎化成⼯業㈱、
JX⽇鉱⽇⽯エネルギー㈱、JFEスチール㈱、昭和シェル⽯油㈱、
昭和電⼯㈱、⼤陽⽇酸㈱、千代⽥化⼯建設㈱、東亜⽯油㈱、東京ガス㈱、
東京電⼒㈱、㈱東芝、東燃ゼネラル⽯油㈱、⽇本エア・リキード㈱、

を
実
現

◆他⾃治体等の動向
→全国で⽔素の利活⽤に関する検討会議体が設⽴
福岡⽔素エネルギー戦略会議 (H16年８⽉〜)
かながわ次世代⾃動⾞普及推進協議会 (H25年８⽉〜) 東京 ㈱ ㈱東 東燃 ネ ㈱ 本 キ ㈱

三菱化⼯機㈱、(独)新エネルギー・産業技術総合開発機構、
神奈川県、横浜市、川崎市

⽔素社会の実現に向けた東京戦略会議 (H26年５⽉〜)
埼⽟県⽔素エネルギー普及推進協議会 (H26年５⽉〜)
九都県市⾸脳会議⽔素エネルギー普及検討ＷＧ会議 (H26年７⽉〜)

４


